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．はじめに

ブラジルから日本への デカセギ は、 年代の半ばから始まり、 年以降に本格化

する。その背景には、ハイパーインフレに象徴されるブラジルの経済不況で日系人の多くが

属していた中産階級が崩壊の危機に瀕したというプッシュ要因と、バブル景気による労働力

不足が顕在化する中、 年の 出入国管理及び難民認定法 （以下、 入管法 ）改正にお

いて 定住者 という在留資格を新設した日本側のプル要因が存在していた（堀坂

森 三田 ））。こうした中、 年時点で 人弱にすぎな

かった在日ブラジル人数は、入管法改正から 年を経た 年には約 万人にまで急増

し、ピーク時の 年には約 万人に達した。

デカセギ者の特徴の つは、ブラジルでの学歴が比較的高く、教員やエンジニア、弁護

士、医師といった職業に就いていた者も珍しくない一方、日本ではその多くがいわゆるブ

ルーカラー労働に従事している点にあるとされてきた（石川・川原 堀坂

三田 ・ 古沢 ・ ）。しかし、近年では、在日

ブラジル人の増加と定住化に伴う エスニック・コミュニティ の形成がデカセギ者自身に

よる起業（ デカセギ・ビジネス ）を誘発するなど、職業的分化が観察されるようになって
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在日ブラジル人の
デカセギ・ビジネス に関する一考察

─起業活動を巡る状況と経営の実相─

古 沢 昌 之

）本論文では デカセギ を 日系人及びその非日系人配偶者による（一時的な）就労を目的とした日本
滞在 と定義する（古沢 ）。なお、本概念はブラジルのポルトガル語辞典にも“ ”として
収録されていることから（二宮 ）、カタカナで表記することとする。また、 日系人 とは 日本か
ら海外に永住の目的を持って移住した日本人及びその子孫の二世・三世・四世等 を指す（古沢 ）。
厳密に言えば、日本に在住する日系人の中には、日本国籍の一世や二重国籍者、日本国籍に帰化した者も
含まれるが、本論文では、議論の便宜上、彼（彼女）らも含めて 在日ブラジル人 という表現を使って
いることを断っておく。



いる（古沢 ）。

デカセギ・ビジネスを含めたブラジル関連の エスニック・ビジネス ）に関わる従来の

研究は、社会学的あるいは定性的な視点からアプローチしたものが中心で（イシ ・

樋口・高橋 片岡 ・ ・ 樋口 など）、経営学をベースに定量

的に分析した論考は見当たらない。そこで、本論文では、筆者（古沢）が実施したアンケー

ト調査に基づき、ブラジルからのデカセギ者による起業を巡る状況と経営者のキャリア・日

本語能力、さらには収益状況や経営課題等を論じていきたい。具体的には、まずデカセギ現

象と在留ブラジル人について各種統計データを交えて考察する。次に、在日ブラジル人コ

ミュニティの形成とエスニック・ビジネスに関する先行研究をレビューする。そして、アン

ケート調査を通してデカセギ・ビジネスの現状と課題を明らかにするとともに、調査結果か

らの含意を提示したい。

．デカセギ現象と在留ブラジル人を巡る状況

デカセギのプッシュ要因とプル要因

年代後半から 年代前半のブラジルは、年率平均 ％超の経済成長を記録するなど

ブラジルの奇跡 と呼ばれる好景気を謳歌した（鈴木 堀坂 ）。しかし、外国

からの借入に依存していた経済運営は、 度にわたる石油危機で急失速し、インフレの高進

と国際収支の悪化を招くに至る。そこで、ブラジル政府は物価・賃金の凍結やデノミネー

ションを主な内容とするショック療法を次々に実施したが、その度に経済は混乱し、インフ

レが再燃するという悪循環が繰り返された（鈴木 ））。ブラジルは 年 月に外国

債権銀行に対してモラトリアムを宣言、インフレ率は 年に ％、 年には ％

を記録し、 年の経済成長率は ％へと落ち込んだ。まさにブラジルの 年代は

失われた 年 であったのである。そして、これら未曾有の経済不況は、ホワイトカラー

層や自営業者など日系人の多くが属していた中産階級の崩壊現象を引き起こした（古沢

）。

他方、日本では 年代後半に始まったバブル景気のもと、工場の非熟練工を中心とする

いわゆる 労働 の人手不足が顕在化していた。一方で、 年のプラザ合意以降の円

高の影響もあり、 年代末から 年代初頭にかけて日本の国民 人当たり はブラ

ジルの約 倍にも達し、両国の賃金格差は歴然としていた（深沢 田中 三田

）。かような状況下、ブラジルの邦字新聞に日本への デカセギ を呼びかける広告が

初めて掲載されたのは 年 月のことである。それは神奈川県に所在する自動車工場の広

告で、日本国籍を有する一世と二重国籍者を対象としたものだった（森 ）。さらに、

年の入管法改正で 定住者 という在留資格が新設されたことにより、デカセギは一気
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）本文で後述するように、本論文における エスニック・ビジネス とは ある社会のエスニック・マイ
ノリティが営むビジネス （樋口 ）を意味している。
）デノミは 回実施され、通貨価値は 兆 億分の となった。
）出生時に父または母が日本国籍を有していた場合、在留資格は 日本人の配偶者等 となる。
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に加速する。定住者とは 法務大臣が特別な理由を考慮し、一定の在留期間を指定して居住

を認める者 で、日本人との血縁関係を有する三世までの日系人とその非日系人配偶者及び

扶養家族である未成年・未婚の四世にも同資格が付与されることになった（坂中・齋藤

石田 ））。そして、定住者の日本での活動に制限がないことが、日系人とその

非日系人配偶者の単純労働を合法的に可能にする道を開いたと考えられる（

渡辺 石田 ）。

在留ブラジル人数の推移

法務省 在留外国人統計（旧登録外国人統計）（各年版）によると、 年末時点の在留

外国人総数は 人、うちブラジル人は 人で、国籍（出身地）別では中国

（ 人）、韓国・朝鮮（ 人）、フィリピン（ 人）に次いで 番目に多

い。同統計には、日本国籍の一世と二重国籍者が含まれていないことや、来日目的がデカセ

ギか否かを厳密には判別できないという限界はあるものの、ブラジル人の中でホワイトカ

ラー的業務に関連した 教授 報道 投資・経営 法律・会計業務 医療 研究 教

育 技術 人文知識・国際業務 企業内転勤 の資格で在留する者の総計が 人（

年末）にすぎないことに鑑みれば、デカセギ現象の趨勢を知る手がかりとなることが期待さ

れよう。

表 に示した在日ブラジル国籍者数のデータにおいて、第 に注目されるのは、在留ブラ

ジル人の急激な増減ぶりである。その数は 年時点で 人弱にすぎなかったが、入管

法改正から 年を経た 年には約 万人にまで急増、ピーク時の 年には約 万人

に達した。しかし、最近ではブラジルに帰国する者が目立ち始め、前述のとおり、 年末

現在で 万人強にまで減っている。 年から 年のブラジル人の減少数は 万人以上

にも上り、同期間の在留外国人全体の減少幅（ 人）を大きく上回っている。その結

果、外国人総数に占めるブラジル人の割合も 年に ％であったものが 年には

％へと急落した。これは、 リーマン・ショック （ 年）に端を発した世界同時不況

による 派遣切り や 東日本大震災 （ 年）といった事象のインパクトがブラジル国

籍者に対して相対的に大きかったことを示唆しているものと思われる。加えて、 の

一角として注目を集める近年のブラジルの経済発展もデカセギ者の帰国に影響を及ぼしてい

るのかもしれない ）。

第 のポイントは、ブラジル人の在留資格別内訳の変化である。具体的には、 年に

割以上を占めていた 日本人の配偶者等 の割合が大きく低下していく一方で、 定住者

が増加を続け、 年には前者を抜き去った。しかし、定住者も 年をピークに減少へと

転じ、 年以降は 永住者 が最多となっている。 年時点の永住者は僅か 人で

あったが、 年には 人にまで伸び、在留者の ％を占めるに至っている。これ

）近年のブラジルの 成長率は、 年 ％、 年 ％、 年 ％、 年 ％、
年 ％、 年 ％、 年 ％と推移している。また、ブラジルの最低賃金は 年には
レアルであったが、最近では 年 レアル、 年 レアル、 年 レアル、 年
レアル、 年 レアルと急上昇している（ レアル 約 円 年 月時点）。なお、 年の消
費者物価上昇率は ％、失業率は ％である（日本貿易振興機構編 ジェトロ世界貿易投資報告 （各
年版）ほかによる）。



は、デカセギ者の定住化傾向の進展を物語るものと解釈できよう。但し、一方では日本とブ

ラジルの賃金格差やブラジル帰国後の再適応・再就職難等の事情により日伯間を行き来する

リピーター も多く、デカセギ経験者は日系人の約 に達するとも言われている（二

宮 ）。

そして、第 は特定地域への集中である。紙幅の関係上、表の掲載は割愛するが、 年

末で在留ブラジル人の絶対数が最も多いのは愛知県（ 人）で、静岡県が第 位

（ 人）、以下、三重県（ 人）、群馬県（ 人）、岐阜県（ 人）と続

き、上位 県にブラジル人の ％が在住している。また、これら 県では在留外国人に占

めるブラジル人比率が最低の岐阜県でも ％、最高の静岡県では ％に及ぶなど、前掲

の全国平均（ ％）を大きく上回っている。以上のことから、在留ブラジル人が、自動車

や電機・電子関係の工場が集積する県に集住している様子が窺えよう。

．ブラジル系 エスニック・ビジネス に関する先行研究のレビュー

エスニック・コミュニティの形成とエスニック・ビジネスの誕生

梶田・丹野・樋口（ ）のデカセギ者に対する調査では、来日時点での滞在予定（期

間）について 定住 と回答した者は ％にすぎず、大多数は短期滞在を前提とした訪日

であったことが明らかにされている。しかし、 家族の呼び寄せや帯同が増えたこと、 不

況による収入低下で短期間での蓄財が困難になったこと、 日本の治安に安心感（ブラジル

の治安に不安）を覚えること、 先進国での生活をエンジョイしたいという気持ちが芽生え

てきたこと等の理由により、デカセギ者の滞在は長期化の様相を呈するようになる（渡辺

深沢 ）。そして、在日ブラジル人の増加が エスニック・コミュニティ の形
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（表 ）在日ブラジル国籍者数（外国人登録者数）の推移

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

ブラジル国籍者数（人）

・日本人の配偶者等

・定住者 ─ ─

・永住者

在留外国人総数（人）

（％）

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

ブラジル国籍者数（人）

・日本人の配偶者等

・定住者

・永住者

在留外国人総数（人）

（％）

（出所）法務省 在留外国人統計（旧登録外国人統計）（各年版）に基づき筆者作成。
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成へとつながり、コミュニティというインフラの存在がデカセギの吸引と定住化傾向に拍車

をかけるとともに、 エスニック・ビジネス の生成を誘発していく（片岡 都築・藤

井・小内 ）。つまり、エスニック・マイノリティの集住は、エスニック商品に対する

需要を顕在化させるとともに、起業に向けた社会的資本の蓄積をもたらす インキュベー

ター としての役割も果たす可能性を内包しているのである（梶田・丹野・樋口， ）。

樋口（ ）によると、エスニック・ビジネスとは ある社会のエスニック・マイノリ

ティが営むビジネス （ ）である。また、伊藤（ ）は、その条件として 出資者な

いしは経営者がマイノリティに属しており、一定程度の同胞を意図的に雇用している

（ ）ことを挙げている。日本でブラジル関連のエスニック・ビジネスが登場したのは

年代の初頭で、 年代の後半から急激に増加したとされる（小内 樋口 ）。

それはブラジル食材の販売やブラジル料理のレストラン・弁当屋、ポルトガル語メディア

（新聞・雑誌、テレビ・ラジオ放送など））、さらにはブラジルの銀行の支店開設といった

生活上必要性の高いものから始まり、やがてディスコやマッサージ・マニキュアサービス、

・ レンタルのような趣味・娯楽のジャンルにまで広がりを見せるようになった

（梶田・丹野・樋口 イシ ）。

片岡（ ）は、市町村レベルでは日本最多のブラジル人人口を有する静岡県浜松市の

ケースとして、ブラジル関連のエスニック・ビジネスの発展段階を つに分けて捉えている ）。

第 は 年 年の 成立期 で飲食店や食品・雑貨店など同胞市場のみを対象とした小

規模ビジネス中心の時代である。第 は 年 年の 拡大期 である。この頃には事業

所数が急増するとともに、新聞社から銀行、学校、食品製造、自動車販売・修理業、美容院

に至るまで業種面の多様化が進展した。また、食品店や飲食店を中心に、日本語チラシの配

布など日本人市場進出へ向けた取り組みも見られるようになった。そして、第 段階は

年代以降の 淘汰・転換期 である。この時期には、永住希望者が増える一方、不況が長期

化する中で帰国者も現れるようになり、在日ブラジル人の二極化が進んだ。そして、地域に

おける競合が激化し、閉鎖するエスニック・ビジネスが増加した。他方、サッカーやサン

バ・ボサノバといったブラジルのスポーツ・文化関係者を地域のイベントに招聘するプロ

モーション・ビジネスが台頭し始めた。この点に関連し、イシ（ ）は、ブラジルから

アーチストを招いたコンサートをはじめ広範囲の芸能を扱うエンターテイメント業界の急成

長について論じ、愛知県豊橋市で人材派遣会社を経営する山口敏雄氏が創業した有限会社パ

ラダ・プロダクションの事例を紹介している。同様にイシは、 年代における 見本市開

催ブーム を挙げ、その代表例として名古屋に本拠を置く株式会社セントラル・トレードの

）メディア関連では 年に在日ブラジル人をターゲットとした初のポルトガル語新聞 インターナショ
ナルプレス が創刊された。創刊者は一世の村永義男氏である。その後、村永氏は株式会社アイピー
シー・テレビジョンネットワーク（現在の株式会社アイピーシー・ワールド）を設立し、 年からパー
フェクト を使ったポルトガル語とスペイン語の放送を開始した。また、ポルトガル語のフリーペー
パーが次々と発行されたほか、ブラジル人のための無料電話帳 ギア・ジャポン も現れた。同電話帳
は、エスニック・ビジネスの広告を主な収入源としており、 年版にはエスニック・ビジネスの店舗の
ほか関係自治体や非常時の連絡先など約 件の電話番号が掲載されているという（三田 ）。
） 外国人集住都市会議 のウェブサイトによると、浜松市には 人のブラジル人が在住している
（ 年 月 日時点。 年 月 日最終
アクセス）。



創業者であるセルジオ・チネン氏が発案した エキスポ・ビジネス や浜松市のプロモー

ターのアリクサンドラ・ツダ氏による アクティブな女性のエキスポ を示している。

エスニック・ビジネス の機能

エスニック・ビジネスは、在日ブラジル人がその商品を消費することでブラジル的生活を

維持し、適応の圧力を緩和することに貢献する（梶田・丹野・樋口 ）。つまり、彼

（彼女）らは、日本においてブラジル人同士でポルトガル語のみを使用して暮らすことが可

能になったのである（イシ ））。他方、活動の担い手という視点で見れば、エスニッ

ク・ビジネスの中には不況で減少する残業代をカバーするために、デカセギ者がサイドビジ

ネスとして始めたものも多い。例えば、ブラジル人住民比率が日本で最も高い群馬県大泉町 ）

の レストラン・ブラジル は、電機工場で働くデカセギ者が開業したものであるが、当初

は週末のみの営業で、後に平日夜にも営業時間を拡大していったという。その意味で、起業

やエスニック・ビジネスの店長・マネジャーに起用されることは、デカセギ者が工場労働か

ら脱出するための つの方途でもある（イシ ）。

浜松市におけるブラジル人のエスニック・ビジネスの実態調査を行った片岡（ ）は、

その機能として次の 点を挙げている。第 は 財・サービスの提供機能 である。エス

ニック・ビジネスが同胞に対して提供する財・サービスは、同胞が固有に必要とする エス

ニック財 （エスニック食品や母国語によるメディアなど）と利用者の語学能力との関連で

同胞による提供が相対的に優位となる 非エスニック財 （旅行社や美容院、不動産仲介、

広告代理店など）に分けることができるが（樋口 ）、片岡の調査では、エスニック・

ビジネスは、とりわけ非エスニック財を中心に、日本語能力の低い者や日本滞在期間が短い

者への財・サービスの提供機能を発揮する。また、高い日本語能力を保有する者や長期滞在

者、さらには日本製品が合わない者に対しても、高価格ではあるがエスニックな選好の強い

財・サービスやブラジルの文化を取り入れた財・サービスを供給するという役割を果たして

いる。第 は 社会的機能 で、これは 同胞間の情報の結節点、 ネットワークの構築、

同胞援助、 受入国との接点に細分化される。 は、エスニック・ビジネスの店舗や事業

所には、居住や就労、イベント、ブラジル人学校、さらには中古車売買に関する情報が掲示

されているほか、ブラジル人向けのフリーペーパーや市役所が発行するポルトガル語の市報

が置かれることも多く、ブラジル人が身近な情報を受発信する場所として機能することを指

している。 については、買い物などの行動を通して新たな同胞の知己を得ることに加え、

店舗・事業所がパーティや交流会の会場になることも多いことから様々な社会的ネットワー

クが形成される空間となっている。 の例としては、ブラジル人を対象に奨学金を支給した
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）一方でイシ（ ）は、ブラジル人が日本語を覚える必要性と意欲が低下する分、日本社会から孤立
する可能性についても言及している。また、松尾（ ）は、リーマン・ショックによる 派遣切り を
デカセギ者の就労・生活空間の視点から考察し、かつては派遣会社が日本社会との間に介在することでデ
カセギ者が日本人と交わらなくても生活できる空間が提供されてきたが、派遣切りでその状況が一変し、
彼（彼女）らは失業と同時に住宅も喪失して日本社会に放出された点を論じている。
） 外国人集住都市会議 のウェブサイトによると、大泉町には 人のブラジル人が在住しており、そ
れは総人口の ％、外国人総数比では ％に達する（ 年 月 日時点。

年 月 日最終アクセス）。
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り、ブラジル人団体への寄付を行っている事業体の存在が挙げられる。そして、 の受入国

との接点に関しては、エスニック・ビジネスの店舗や事業所は、住民健診のチラシの掲示・

配布など、ホスト国の行政機関からの情報伝達窓口として活用されるほか、日本人の友人と

ブラジル料理店に行くケースを典型として、ブラジル人と日本人の交流の場にもなってい

る。第 は 文化的機能 で、 母国文化の保持・発信、 母国との紐帯、 アイデンティ

ティの保持・育成から成る。 については、浜松ではブラジル人主催のイベントや祭りが数

多く開催されており、エスニック・ビジネスが企画・運営や協賛・参加の形で関与している

こと、飲食店や美容院ではブラジルから輸入した雑誌が閲覧できることなどが含まれる。

の面では、母国語に浸ることができ、多くのブラジル製品やブラジル人と接することで、故

郷を近くに感じる場所となっている。 に関しては、サッカーのワールドカップでブラジル

チームの試合がある日にはブラジル料理店に多数のブラジル人が集結するといったように、

エスニック集団の成員としての意識を確認・再強化する機能を持つことが挙げられる。

． デカセギ・ビジネス に対するアンケート調査報告

前節では、在日ブラジル人関連のエスニック・ビジネスを巡る代表的な研究をレビューし

た。しかし、その中には日本人が経営するものも混在している。また、日本への元留学生

人が起業した国際電話会社のブラステル株式会社やサンパウロで日本からのデカセギ帰国者

を対象に源泉徴収税の還付申請手続きを行う のように、デカセギ目的以外で訪日

した者による起業、さらにはブラジルに拠点を置く企業などをエスニック・ビジネスに含め

る論者もいる（イシ ）。そこで、本論文においては、在日ブラジル人によるエスニッ

ク・ビジネスを デカセギ との関連で考察するという研究目的を明確化すべく、デカセギ

者が経営する事業体（会社組織・個人事業の双方の形態を含む）を デカセギ・ビジネス

と命名したい ）。以下では、筆者が実施したアンケート調査に基づき、その起業や経営に関

わる現状と課題について分析する。

調査概要

本調査は、 年 月に名古屋市で開催された 第 回エキスポ・ビジネス に出展また

は来場した デカセギ・ビジネス の経営者を対象としたものである。前述したように、同

イベントは、在日ブラジル人関連の見本市の草分け的存在で、第 回エキスポ・ビジネスに

は の企業・機関が出展した（ イベントガイドブック 掲載分）。調査方法としては、デカ

セギ・ビジネスに該当する出展者及び来場者に個別にポルトガル語のアンケート票を配布し

て回答を依頼するという形式を採用した。なお、出展者の中にはデカセギ者が設立した

法人等もあるが、非営利組織は対象から除外した。その結果、 名の経営者から有効

回答を得た。

）ちなみに、イシ（ ）は、デカセギ者をターゲットとしたビジネス、サービス、レジャー関連の催
し等を 出稼ぎビジネス と呼称している。



調査結果と分析

回答企業・経営者の基本属性

回答企業の事業内容は、 関連（ 社）が最多で、服飾販売（ 社）、イベント・娯

楽・旅行関連（ 社）、広告・マスコミ関連（ 社）が続いている。その他、食品販売と人

材派遣が各々 社あった。企業の所在地は、日本最多のブラジル人在留者を有し、同見本市

の開催地でもある愛知県が ％を占め、その他も大半がブラジル人の多い静岡県・三重

県・群馬県・岐阜県などであった。平均操業年数は 年で、組織形態は会社組織（株式会

社・有限会社・合同会社）を取るものが過半数（ ％）に達した。従業員数は、平均値

人、中央値 人である。従業員の内訳は、正社員が平均 人、日本人は同 人と

なっており、ブラジル人中心の構成であることが分かる。但し、主要顧客は誰かを尋ねたと

ころ、 ブラジル人・ブラジル系企業 が 割を占めたものの、（日本人・ブラジル人を問

わない）不特定多数 も ％に及んだ。また、 日本人・日本企業 （ ％）とする回答

もあった。

続いて、経営者については、 ％が創業者で、創業者の初来日から開業までの期間は平

均 年である。性別は男性 ％・女性 ％、年齢層は 代が最多（ ％）で、

代（ ％）がそれに続き、以下、 代（ ％）、 代（ ％）、 代（ ％）、 代

以上（ ％）の順であった。また、経営者の ％が日系人で、内訳は二世 ％・三

世 ％、純血 ％・混血 ％となっている ）。但し、二世の混血比率が ％

にすぎないのに対して、三世ではそれが ％に上った。既存研究で述べられてきたように

（古沢 ）、世代とともに混血比率が上昇することが本サンプル群でも確認できる。な

お、先述のとおり、デカセギ者の中には日伯間を行き来するリピーターが多いとされるが、

今回の調査でもこれまでの来日回数（休暇等による一時的な出入国を除く）は 回以上

が ％を占めた。しかし、その一方で日本での通算在住年数については 年以上 との

回答が ％に達した。また、 ％が家族と同居する既婚者であることも考慮すると（既

婚者の単身訪日は ％）、先に見た 在留外国人統計 のデータと同様、 定住化 が進ん

でいることが推測される。

起業を巡る状況

一般的に起業家が開業に際して最も苦労するのは 資金調達 である（古沢 ）。そ

こで、本調査では開業資金の調達方法について質問してみた。具体的には、筆者が提示した

項目の中から金額が多かった順に最大 つを選んでもらい、 位 点、 位 点、 位

点のウエイト付けをしてポイント化した。その結果、 社を除き全ての企業が 自己資

金 を第 位に挙げ、そのポイントシェアは ％に達した（表 ）。第 位は 日本の金

融機関からの借り入れ 、第 位は ブラジル人の親類からの借り入れ であるが、各々の

シェアは ％・ ％にすぎない。なお、 日本人の親類からの借り入れ は全くなかっ
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）本論文では、ブラジルの日系人社会における 混血 の進展を踏まえ、混血に対置する概念として、議
論の便宜上、日系コロニアでも聞かれる 純血 という用語を使っている。
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た。これまでの研究でも、デカセギ者と日本人の親族との関係は希薄で、彼（彼女）らが血

縁を活かして来日していない点が指摘されてきたが（ 梶田・丹野・樋口

）、今回の調査ではそれを証明するような結果が示されたと言えよう。

では、創業者は起業に必要な知識やスキル・ノウハウをどのように獲得したのであろう

か。ここでは役立ったと思われる順に 項目を選択してもらい、前項と同様のポイント化を

して集計した。その結果、 これまでの職業経験 のシェアがトップで ％、以下 書籍

や雑誌による自習 （ ％）、 専門学校での勉強 （ ％）が続いている（表 ）。すな

わち、自己の経験や自習・自己啓発が中心であることが分かる。一方、経営コンサルタント

（表 ）開業資金の調達方法

項 目 位 位 位 ポイント合計 ポイントシェア

創業者本人や家族の自己資金 ％

日本の金融機関からの借り入れ ％

ブラジル人の親類からの借り入れ ％

ブラジルの金融機関（日本支店を含む）

からの借り入れ
％

日本人の友人・知人からの借り入れ ％

ブラジル人の友人・知人からの借り入れ ％

日本人の親類からの借り入れ ％

その他 ％

合計 ％

（表 ）起業に必要な知識やスキル ノウハウの獲得方法

項 目 位 位 位 ポイント合計 ポイントシェア

これまでの職業経験を通して蓄積 ％

書籍や雑誌による自習 ％

専門学校での勉強 ％

専門家（経営コンサルタント・弁護士・会

計士・税理士 行政書士など）による指導
％

ブラジル人の友人・知人からの支援 アド

バイス
％

家族やブラジル人の親類からの支援 アド

バイス
％

主催の講座 ％

日本人の友人・知人からの支援 アドバイス ％

自治体や商工会議所主催の講座 ％

在日ブラジル人団体主催の講座 ％

日本人の親類からの支援 アドバイス ％

その他 ％

合計 ％



や弁護士等の 専門家による指導 は ％未満に留まり、 や自治体等の公的機関の講

座を活用したケースは殆ど見られなかった ）。また、ここでも 日本人の親類からの支援・

アドバイス は全くなかった。

経営者のキャリアと日本語能力

本論文の冒頭で述べたとおり、デカセギ者の特性の つは、ブラジルでの学歴が比較的高

く、ホワイトカラー的な職業に就いていた者が少なくないにもかかわらず、日本でのキャリ

アは来日前の学歴や職歴と分断され、工場の非熟練工に代表されるブルーカラーとして出発

するケースが多いことにある。こうした中、今回の調査では、学歴は 高校卒 （ ％）

が最多で、 大卒・大学院修了 も ％に及んだ。ブラジルにおける 歳以上の平均就学

年数が 年（ 年データ）であることを考えると（三田 ）、回答者はかなりの高

学歴であると言える。また、来日前に経験した職業は 自営業 （ ％）がトップで、 ホ

ワイトカラーの正社員 が ％で第 位、 会社社長 （ ％）がそれに続いたが、 ブ

ルーカラーの正社員 を経験した者は皆無であった（表 ）。逆に、日本で創業までに経験

した職業は ブルーカラーの正社員 が ％で最多となっており、彼（彼女）らの多くが

来日後の キャリア・ダウン を経て、起業に至った様子を感じ取れよう（複数回答可）。

次に、日本語能力についてである。先行研究では、日本語の習得がデカセギ者の日本にお

ける社会的上昇に資することが述べられる一方、彼（彼女）らの多くは日本に長期間滞在し

ても日本語を覚えようとしないことが問題視されてきた（飯田・イシ 小内・小野寺

）。この点に関しては、ブラジルの日系人社会（日系コロニア）の評価も同様で、 金だ

け持ち帰り、日本的なものは持ち帰らない といった批判も見られる（中隅 ）。そこ

で、経営者の初来日前と現在の日本語能力に関して尋ねてみた。具体的には、 話す 読
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）例えば、リーマン・ショック後の 派遣切り が深刻化した際には、 において日系人を対象とし
た介護職関連の研修が行われるなどした。

（表 ）来日前に経験した職業と日本で経験した職業

来日前に経験した職業 日本で経験した職業

自営業 ％ 企業のブルーカラーの正社員 ％

企業のホワイトカラーの正社員 ％ 自営業 ％

会社社長 ％ 企業のホワイトカラーの正社員 ％

農業 ％ 教員 ％

教員 ％ 非正規社員（派遣・パート・アル

バイトなど）

％

非正規社員（派遣・パート・アル

バイトなど）

％ 会社社長 ％

公務員（除く教員） ％ 団体（自治体や ）の正職員 ％

企業のブルーカラーの正社員 ％

（注）複数回答可。
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む 書く の 側面について、 点法（ 問題なくできる、 まあまあできる、

少しできる、 殆どできない、 全くできない）による回答を求め、その平均値を算出

した。全体の平均値を見ると、初来日前はいずれの側面も 未満であったが、現在のスコ

アはそれと比べて 話す が ポイント、 読む は 、 書く も アップしてお

り、全てにおいて ％水準の有意差が検出された（表 ）。この傾向は、日系人・非日系人

を問わず同様である。

続いて、日系コロニアでは、混血やブラジル社会への同化の進展による日系人の日本語能

力の低下が長年にわたる懸案事項となっている点を踏まえ（サンパウロ人文科学研究所

宮尾 古沢 ）、回答者の 割を占める日系人の日本語能力を属性別（世代

別、純血・混血別）に分析してみた。まず初来日前に関しては、いずれの属性においても平

均値が を超えた項目はなかった（表 ）。また、 側面の全てで二世が三世を、純血が

（表 ）初来日前と現在の日本語能力

初来日前 現在 値

話す

・全体

・日系人

・非日系人

読む

・全体

・日系人

・非日系人

書く

・全体

・日系人

・非日系人

（注） 、 、 、 （以下、同様）。

（表 ）日系人社長の日本語能力の属性別比較

二世 三世 値 純血 混血 値

話す

・初来日前

・現在

読む

・初来日前

・現在

書く

・初来日前

・現在



混血を上回り、世代別では ％水準または ％水準で有意差が現れた。これらは前述した日

系コロニアの苦悩を裏付けるものと言えよう。他方、現在の日本語能力については、全ての

属性で来日前と比して大きな伸長を見せており、 未満の項目は見当たらない。また、全

体的な傾向として、二世・純血に比べ三世と混血のアップ幅が大きく、 書く に関して

は、統計的有意差はないものの混血のスコアが純血を上回った。

以上の調査結果は、自己申告による回答とは言え、 ）デカセギ・ビジネスの経営者が、

日本での生活・就労を通して日本語能力を大幅にアップさせていること、 ）日系人に関し

ては、来日前には顕著であった属性間の能力格差が縮小傾向にあることを指し示すものと解

釈できよう。

収益状況と経営課題・今後の展望など

現在の収益状況については、 赤字と黒字を繰り返している との回答が最も多く、

％に達した。一方、 創業初年度から黒字 赤字から単年度黒字に転換 は各々

％・ ％に留まった。 創業以来赤字が続く はなかったものの、状況は必ずしも芳

しくないようである。なお、従業員数別に分析すると、前掲した中央値（ 人）以下の事業

体では黒字企業比率（表 の と の合計）が ％であったのに対して、 人以上の場合

は ％に上った（カイ 乗検定で ％水準の有意差）。このことから、相対的に規模の小

さい事業体の方が苦しい状況下に置かれていることが分かる。

また、創業初年度と比べた売上・従業員数の増減に関して尋ねたところ、売上に関しては

増加 が過半数であったが、 不変 という回答も ％あった（ 減少 ％）。一

方、従業員数の面では 不変 が ％に達し、 減少 （ ％）を合わせると 増加

（ ％）を上回るという結果になった。上記の収益状況と同様、組織の成長に関わる側面

においても順調とは言えない様子が伝わってくる。

次に、現在の経営課題について、 点法（ 全くそのとおり、 どちらかと言えばそ

のとおり、 どちらとも言えない、 どちらかと言えば違う、 全く違う）で回答し

てもらい、平均値を算出した。全体で最もスコアが高かったのは 東日本大震災の後遺症が

続いている （ ）で、 リーマン・ショックの後遺症が続いている （ ）が第 位と

なっている（表 ）。世界経済と日本社会を襲った つの危機がデカセギ・ビジネスの経営

を直撃したことを看取できるとともに、それらが先に見た収益状況や売上・従業員数の増減

傾向にも影響しているであろうことが容易に推察される。そして、第 位は土地代・オフィ
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（表 ）収益状況

項 目 全 体
従業員数

人以下

従業員数

人以上

創業初年度から黒字を続けている ％ ％ ％

赤字から単年度黒字に転換した ％ ％ ％

赤字と黒字を繰り返している ％ ％ ％

創業以来赤字が続いている ％ ％ ％

合計 ％ ％ ％
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ス賃料や人件費など 事業コストの高さ （ ）であった。但し、これら上位項目は、ブ

ラジル系企業に限らず、日本で事業展開する企業が等しく直面している経営環境であると考

えられる。一方で、デカセギ現象に関わる社会的問題として喧伝されてきた 日本人・日本

社会からの差別・偏見 や 近隣の日本人住民とのトラブル （イシ コガ 喜

多川 ・ 野元 ）
）のスコアは各々 ・ にすぎなかった。 日本語でのコミュニケーション 日本の

価値観 商習慣 の難しさを訴える声も 前後に留まっている。また、従業員数別に分

析すると、これら つの課題のスコアはいずれも従業員数 人以下で相対的に高く、統計的

有意差が検出された。規模が大きい事業体の方が日本社会への適応が進んでいるということ

であろう。

最後に、今後（ 年後）の展望に関しては、 日本での事業拡張 を志向する声が強く

（ ）、 撤退 は僅か であったことから、既述のように経営状況が必ずしも芳しくな

）例えば、かつて入居者の約 をブラジル人が占めていたとされる愛知県豊田市の県営保見団地で
は、 年にブラジル輸入雑貨店の出店拒否を求める日本人住民の反対運動が展開され、 人の署名
が集まったという（野元 ）。また、喜多川（ ・ ）が在日日系人に対して実施した調査では、
日本で差別・偏見を感じている との回答は、 頻繁に と ときどき を合わせると群馬県大泉町で
％、静岡県浜松市では ％に達した。

（表 ）現在の経営課題

項 目 全体
従業員数

人以下

従業員数

人以上
値

売上が低迷している

リーマン・ショックの後遺症が続いている

東日本大震災の後遺症が続いている

土地代・オフィス賃料や人件費など事業コストが

高い

日本語でのコミュニケーションが難しい

日本人の価値観を理解するのが難しい

日本の商習慣を理解するのが難しい

日本人の取引先（仕入れ先や顧客など）や日本の

社会から差別・偏見を受けている

近隣の日本人住民・日本企業とのトラブルが多い

（表 ）今後（ 年後）の展望

項 目 全体
従業員数

人以下

従業員数

人以上
値

日本で現在の事業を拡大していきたい

現在の事業とは異なる新規分野に進出していきたい

日本での事業から撤退したい



い環境下においても、回答企業の大部分が日本に踏み留まろうとしている姿勢が明らかに

なった（表 ）。なお、撤退の意向は従業員数 人以上の事業体でより小さかった（ ％水

準の有意差）。

．おわりに アンケート調査結果からの含意

本論文では、ブラジルから日本へのデカセギ現象の展開を踏まえ、デカセギ者自身による

起業（デカセギ・ビジネス）を巡る状況について論じてきた。具体的には、まずデカセギの

プッシュ要因とプル要因を考察するとともに、在日ブラジル人数の推移やその在留資格別・

居住地別の特徴を分析した。次に、先行研究をレビューし、ブラジル関連のエスニック・ビ

ジネスの発展段階と機能について述べた。そして、前節では筆者が実施したデカセギ・ビジ

ネスに対するアンケート調査の結果を報告した。本調査は、サンプル数やサンプリング方法

において、一般化に向けた限界を有するが、デカセギ・ビジネスの経営者やその経営状況に

関する一定の知見を提供するものであったと考える。ここでは、本論文の総括として、アン

ケート調査結果からの含意を提示したい。

第 はデカセギ・ビジネスの顧客対象の拡大である。ブラジル関連のエスニック・ビジネ

スに関する従来の研究は、同胞向けの事業展開を暗黙の前提としたものが多かったが、今回

の調査では主たる顧客を 国籍を問わない不特定多数 日本人・日本企業 とする回答が

合わせて 割に上るなどターゲット層の広がりを感じ取れた。 年末の在留ブラジル人数

は、最盛期であった 年の ％程度の規模にまで縮小しているが、先の片岡（ ）の研

究も示唆するように、従来のエスニック・ビジネスの上客が短期滞在志向で日本語能力の低

い層であることを想起すれば（梶田・丹野・樋口 ）、派遣切り等に伴う人口減が同胞

向けビジネスに与えた衝撃の大きさが分かるであろう ）。そして、こうした現実を直視する

ならば、エスニシティを越えた市場の開拓や新規事業・新規商品の開発がデカセギ・ビジネ

スの生き残りに向けた つの鍵となることは間違いないと言えよう。

第 はデカセギ・ビジネスの日本市場への定着志向である。本アンケート調査では、東日

本大震災やリーマン・ショックの余波もあり、その収益状況は必ずしも良好でないことが明

らかになった。しかしその一方で、日本での事業拡大を目指す意向が強く表明され、撤退の

声は殆ど聞かれなかった。また、かつて問題視された日本社会での差別・偏見や、コミュニ

ケーション・価値観・商習慣など文化的な差異に関わるスコアも決して悪いものではなかっ

た。こうした状況下、イシ（ ）が述べるように、地域住民のブラジル人に対する好感度

が日本人顧客の獲得を左右することを考え合わせると、デカセギ・ビジネスが日本に定着

し、地域社会との相互理解が進展することは、上で述べた日本人市場開拓にもプラスの影響

を及ぼすものと思われる。

第 は経営者の日本語能力の向上がもたらすインパクトである。先述したように、日本語
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）古沢（ ）で述べられているように、リーマン・ショック後は日本企業が在日ブラジル人に求める日
本語能力のレベルが高まっている。
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の習得に象徴されるデカゼキの成果に対しては、これまでは日伯両国において否定的な論調

が支配的であったが、今回の調査結果はそれを覆すものであった。その意味で、デカセギ・

ビジネスの顧客層の広がりも含め、在日ブラジル人を取り巻く状況は、かつての 顔の見え

ない定住化 （梶田・丹野・樋口， ）や セグリゲーションによる共生 （小内， ）

とは異なる新たなステージに入りつつあるのかもしれない。また、これはデカセギが、ブラ

ジルの日系人社会が長年にわたり憂慮してきた日本語能力の低下傾向を反転させる可能性を

秘めた事象であることを物語っている。そして、こうした日本での生活・就労を通した在日

ブラジル人の 質的変容 は日本における日本人とブラジル人住民、さらには日伯両国を架

橋する バウンダリー・スパナー （古沢， ）となりうる人材プールの拡充に資するも

のと考えられよう。
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